　大気圧の復習
　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

大気圧を体験し，数字で表わす方法を調べよう
大気圧をもう一度体験しよう
◎空き缶つぶし（VER.２）
1. 空き缶のプルタブを取りはずし、空き缶に針金で取っ手をつける。
2. 空き缶に少しの水をいれ，沸騰するまでガスバーナーで熱する。
3. 沸騰したら、さらに10秒ほどおいて，中の空気を水蒸気と一緒に抜く。
4. 缶を，火からはなして，逆さまにし、缶の口の部分を水そうの水につけてみる。
☆どうなったか？（



）

☆なぜそうなったか？（



）
空き缶つぶしのことについて調べよう
· 空気は上空16000m（＝1600000cm）ぐらいまで「積もって」いる。それは、どのくらいの重さなのか？
· ためしに親指のつめ（1cm2）の上空の空気の重さを調べよう。
まず、爪の上の空気の体積＝たて×よこ×高さ　＝　1cm×1cm×
ちなみに　１リットル＝（　　　　　　）cm3なので、爪の上の空気の体積は　→（　　　　　　）リットル
また、空気は上空に行くほど薄くなるので、地上の濃さにすると、体積が半分くらいに縮まる。







→（　　　　　　　　　）リットル

空気は1リットルで約1.3ｇある。　→　爪の上の空気の重さは（　　　　　　　　）ｇ＝（　　　　　　）ｋｇ


☆爪の上に乗っかっている空気の重さは約（　　　）kgとなる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←1cm2
· 空気の重力を面積で区切った力を「圧力」といい，1cm2あたり約（　　　　）kg重となる。
→　空き缶つぶしができる理由
· 地上の空気の濃さは場所や高さによって違っている。そこで、濃い・うすいなどの標準を１気圧とよぶ。天気予報では，「気圧」より，hPaをよく使う。１気圧＝（　　　　　　　）hPaである。hPaは（　　　　　　　　　　）と読む。
☆空気の濃いうすいを絵で表すと、

	うすい空気のつぶの絵
	濃い空気のつぶの絵

	
	



· 空気は上空へ行けば行くほど，（濃く・うすく）なる。
· 気圧は（高く・低く）なる。気温は（高く・低く）
　　　　　　　　　　　→山の上では空気が薄いのでおかしの袋が（　　　　　　　　　）
空気の　　　　が大気圧となり，　　　　　hPaを1気圧（標準）とする。
上空のつぶの様子








